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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成24年8月16日(2012.8.16)

【公開番号】特開2011-18451(P2011-18451A)
【公開日】平成23年1月27日(2011.1.27)
【年通号数】公開・登録公報2011-004
【出願番号】特願2009-155044(P2009-155044)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  33/12     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/24     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/12    　　　Ｃ
   Ｈ０５Ｂ  33/24    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月28日(2012.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に、一対の電極に挟まれた発光部が前記基板の面に垂直な方向に複数積層された
発光表示装置であって、複数の前記発光部で発光する光を放出する光取り出し面を有し、
　複数の前記発光部のうち、前記光取り出し面から最も離れた位置にある発光部は、反射
電極と半反射電極とに挟まれており、
　前記反射電極と前記半反射電極との間の光路長は、前記反射電極と前記半反射電極との
間にある発光部で発光する光のうち前記発光表示装置の外に放出する光を、干渉により強
める光路長になっていることを特徴とする発光表示装置。
【請求項２】
　前記反射電極と前記半反射電極との光路長は、式（１）および（２）を満たすよう構成
されていることを特徴とする請求項１に記載の発光表示装置。
ｍ－０．１≦２Ｌ０／λ＋δ／２π≦ｍ＋０．１　　　　　　　　（１）
ｍ’－０．１≦２Ｌ／λ＋（δ＋Φ）／２π＝ｍ’＋０．１　　　（２）
（式中、Ｌ０は前記反射電極と前記半反射電極との間に配置される発光部の発光位置と前
記反射電極の反射面との間の光路長、Ｌは前記反射電極の反射面と前記半反射電極の反射
面との間の光路長、λは前記発光表示装置の外に放出する光のピーク波長、δは反射電極
で反射する際に生じる位相シフト量、Φは半反射電極で反射する際に生じる位相シフト量
、ｍ、ｍ’は自然数である。）
【請求項３】
　前記複数の発光部のうち、少なくとも基板側から数えてｉ番目の発光部は、
　式（３）および（４）を満たすことを特徴とする請求項１に記載の発光表示装置。
ｋ（ｉ）－０．１≦２Ｌ１（ｉ）／λ（ｉ）＋Φ／２π≦ｋ（ｉ）＋０．１　　　　（３
）
ｋ’（ｉ）－０．１≦２Ｌ２（ｉ）／λ（ｉ）＋δ／２π≦ｋ’（ｉ）＋０．１　　　（
４）
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（式中、Ｌ１（ｉ）は前記発光部の発光位置と前記半反射電極の反射面との光路長、Ｌ２
（ｉ）は前記発光部の発光位置と前記反射電極の反射面との光路長、λ（ｉ）は前記発光
表示装置の外に放出する光のピーク波長、ｋ（ｉ）、ｋ’（ｉ）は自然数、ｉは前記基板
側から数えた発光部の積層順を表し、２以上の自然数である。）
【請求項４】
　前記反射電極と前記半反射電極との間に配置される発光部が青色発光層を含むことを特
徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の発光表示装置。
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